
 傍 …傍聴可　　公 …町政情報提供コーナーで公開　　非 …非公開　　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

行　　　事曜日
町議会総務文教常任委員会 公 9：00～ 役場
すくすく離乳食・育児教室
　　　　　　　　  10：00～12：00 かみん
天体観測サークル観測会 19：00～ 西小学校

金１

土２
第14回ふれあい広場 10：00～ 社教センター

日日３
定期健康相談 9：00～11：30 かみん

月４
町議会議会運営委員会 (予定) 公 9：00～ 役場
妊婦相談 9：00～11：45 かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　9：00～10：00 (受付)　13：10～13：30 (接種)
行政相談・心配ごと相談 13：00～16：00 かみん
ノルディック・ウォーキング (第1回)
                                      19：00～ 社教センター

火５

町議会議員協議会 公 9：00～ 役場
水６
木７

広報かみふらの９月１０日号発行
いしずえ大学運動会 10：00～ 社教センター金８
西児童館祭り 9：30～ 
東児童館ミニ運動会 13：30～土９

日日１０
定期健康相談 9：00～11：30 かみん

月１１
町議会第3回定例会 (予定) 傍 9：00～ 役場議場
予防接種 (ポリオ・ＢＣＧ) 
　9：00～10：00 (受付)　13：10～13：30 (接種)
マタニティースクール 13：３０～１5：30 かみん
ノルディック・ウォーキング (第2回)
                                   19：00～ 富原運動公園

火１２

町議会第3回定例会 (予定) 傍 9：00～ 役場議場
マタニティースクール 10：00～13：30 かみん水１３
町議会第3回定例会 (予定) 傍  9：00～ 役場議場
特設人権心配ごと相談 13：00～15：00 かみん
マタニティースクール 13：30～15：30 かみん

木１４

金１５
'06ツール・ド・北海道国際大会 (第3ステージ)
東児童館料理教室 13：30～ 土１６

９ 月のまちの行事予定
行　　　事曜日

日日１７
敬老の日敬老の日

月月１８
心配ごと相談 13：00～16：00 かみん
減る脂教室 10：00～13：00 かみん
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　9：00～１0：00 (受付)　13：10～13：30 (接種)
ノルディック・ウォーキング (第3回)
                                   19：00～ 富原運動公園

火１９

水２０

木２１

金２２
秋分の日秋分の日

土土２３

日日２４
広報かみふらの９月２５日号おしらせ版発行
定期健康相談 9：00～11：30 かみん月２５
予防接種 (ＢＣＧのみ) 
　9：00～１0：00 (受付)　１３：10～13：30 (接種)火２６
乳児健康相談 (個別案内)
乳幼児健康診査 (個別案内)水２７
農業委員会総会 (予定) 傍  役場

木２８
すくすく離乳食・育児教室
                                  10：00～12：00 かみん金２９
西児童館復活ボンバー天下 13：30～ 

土３０

おおおおおおおおおしししししししししらららららららららせせせせせせせせせ版版版版版版版版版
広報

かみふらの

■ 発行・編集 ■
上富良野町役場 総務課 情報管理班

��６４００　��５３６２

２００６８/２５№５６７

http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp（行政）ホームページ
http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp（観光）
johohan@town.kamifurano.lg.jpＥ メ ー ル

忘れずに10月2日（月）までに納めましょう。
・固定資産税（第２期）
・国民健康保険税（第３期）
・公共下水道事業受益者負担金・受益者分担金（第２期）
・介護保険料（第３期）
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平成１８年
8月号

inform
ation

相
談
く
だ
さ
い

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　

旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
旭

川
地
方
法
務
局
で
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
「
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

近
隣
と
の
争
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

婦
関
係
、
金
銭
貸
借
、
学
校
で
の
い

じ
め
、
体
罰
や
不
登
校
児
問
題
な
ど

の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　

９
月　

日（
木
）　

時
〜　

時

１４

１３

１５

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

「
か
み
ん
」

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
・
法

　

務
局
職
員

問
合
せ
先　

　

旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
�
0
1
6
6�
3
9
4
3

無
料
行
政
相
談

総
務
課 
情
報
管
理
班
�
�
6
4
0
0

　

町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で
は
、

通
学
路
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
、
地
域
の
防
犯
な
ど
を
目
的

と
し
た
自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す

る
団
体
に
対
し
て
、
助
成
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

　

腕
章
や
帽
子
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
購
入
費
と
し
て
１
人
当
た
り
2
千

円
、
た
だ
し
１
団
体
に
つ
き
3
万
円

を
上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
生
活
安
全
推
進
協

議
会（
事
務
局　

町
民
生
活
課
生
活

環
境
班
）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
な
ど
行

政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
て
解
決
を

お
知
ら
せ

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
助
成

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
5

図
る
『
行
政
相
談
』
を
、
毎
月
第
１

火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

9
月
5
日（
火
）　

時
〜　

時

１３

１６

　
　
　
　

月
3
日（
火
）　

時
〜　

時

１０

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
か
み
ん
」相
談
室

　

※
右
記
以
外
で
も
手
紙
や
電
話
で

　
　

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員　

松
田　

徳
三

　
�
０
７
１
‐
０
５
５
１

　

上
富
良
野
町
本
町
３
丁
目
６
番
４
号

　
�
�
２
６
４
０

無
料
相
談

� ��������������������������������������
交通死亡事故抑止ＳＳＳ北海道推進中！《安全・安心北海道》☆道民とともに、道民のために☆

ふらの夏のラベンダー作戦2006展開中！
　

富
良
野
警
察
署
管
内
で
は
、
こ
の
時

期
、
道
内
外
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
る
な
か
、
例
年
各
種
事
件
や
事
故
の

発
生
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
1
日
〜
8
月　

日
の
期
間
中

３１

　

『
ふ
ら
の
夏
の

　
　
　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
作
戦

　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
6
』

　

を
展
開
し
、
各
種
事
件
事
故
の
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

◆
防
犯
診
断
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に

　

よ
る
犯
罪
の
予
防
強
化

◆
速
度
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
違
反
の
取
締

　

り
◆
学
校
、
職
場
、
町
内
会
な
ど
に
対
す

　

る
防
犯
講
話
の
実
施

　　

富
良
野
警
察
署
で
は
、
こ
の
運
動
を

展
開
し
、
安
心
で
安
全
な
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
近
、
上
富
良
野
町
や
中
富
良
野
町
の
交
差
点
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
が
付
い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
せ
ん

か
？
上
富
良
野
交
番
に
も
多
数
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
…

　

観
光
客
を
目
的
地
ま
で
道
案
内
の
役
目
を
は
た
す
文
字

看
板
な
の
で
す
。

　

こ
の
文
字
は
、
旭
川
空
港
の
レ
ン
タ
カ
ー
営
業
所
、
上

富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
の
観
光
案
内
所
な
ど
に
置
い
て

あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
ま
す
。
富
良
野
地
区
で

試
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
で
、
他
の
市
町
村
に
は

付
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
さ
れ
た
方
は
、
車
の
運
転

中
に
マ
ッ
プ
を
見
る
の
は
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
！

自
転
車
の
盗
難
防
止

　

町
内
で
自
転
車
の
盗
難
が
連
続

し
て
発
生
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
施
錠
を
二
重
に
す
る

な
ど
、
被
害
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

�
コ
コ
！
マ
ー
ク�
っ
て
な
〜
に
?

7月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月15日は月15日は『道民交通安全の日』『道民交通安全の日』

(－３)０：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(－５)０：傷 者 数
(－３)34：物 損 件 数



�

inform
ation

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

上
富
良
野
地
域
事
務
所

�
�
3
4
1
2

　

「
ち
れ
ん
」
の
呼
び
名
で
お
な
じ

み
の
地
方
連
絡
部
が
、
7
月　

日
付

３１

け
で
「
地
方
協
力
本
部
」
と
名
称
が

変
わ
り
、
本
部
の
自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
は
「
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力

本
部
」
と
な
り
、
上
富
良
野
募
集
事

務
所
は
「
上
富
良
野
地
域
事
務
所
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

主
要
業
務
は
、
従
来
の
①
自
衛
官

の
募
集
・
広
報
業
務
、
②
退
職
自
衛

官
の
再
就
職
援
護
、
③
予
備
自
衛
官

等
の
採
用
・
管
理
に
加
え
て
、
新
た

な
任
務
と
し
て
④
災
害
時
の
情
報
収

集
、
⑤
国
民
保
護
法
及
び
災
害
対
策

等
の
連
絡
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所
で
は
、
引

き
続
き
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
部

隊
と
地
域
の
架
け
橋
と
し
て
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。

　

自
衛
官
に
関
す
る
こ
と
、
募
集
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

総
務
課 
情
報
管
理
班
�
�
6
4
0
0

ご
協
力
を

　

総
務
省
で
は　

月
１
日
、
事
業

１０

所
・
企
業
統
計
調
査
を
全
国
一
斉
に

行
な
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
、

都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
こ
れ
か
ら

の
地
域
開
発
や
都
市
計
画
な
ど
私
た

ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業

所
へ
調
査
票
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
必
ず
お
受
け
取
り
に
な
っ
て

も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
調
査

員
は
、「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
総
務
課
情
報
管
理
班
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
は
『
防
災
の
日
』

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
0
0

　
�
防
災
週
間�

　
　
　

8
月　

日
〜
9
月
5
日

３０

　

9
月
1
日
の
『
防
災
の
日
』
は
、

国
土
庁（
現
在
の
国
土
交
通
省
）が
、

1
9
2
3
年（
大
正　

年
）の
こ
の
日

１２

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
惨
事
を

教
訓
と
し
て
、
1
9
6
0
年（
昭
和

　

年
）に
防
災
意
識
を
高
め
る
日
と

３５し
て
制
定
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を

心
が
け
、
発
生
時
に
は
自
ら
の
身
の

安
全
を
守
り
、
地
域
住
民
や
企
業
が

連
携
し
て
お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ

う
、
心
が
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

災
害
が
発
生
し
、
町
か
ら
避
難
の

指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
、
警
察
官
な
ど
の
指
示
に

従
い
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※
こ
の
機
会
に
避
難
場
所
確
認
や
非

常
時
持
ち
出
し
袋
な
ど
の
点
検
を
。

災
害
時
の
連
絡
先

・
富
良
野
警
察
署　
�
�
0
1
1
0

・
上
富
良
野
交
番　
�
�
2
0
3
9

・
上
富
良
野
町
役
場
総
務
課

　
�
�
6
4
0
0

・
上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
北
署

　
�
�
2
1
1
9

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道

06教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

ご
声
援
を

　

今
大
会
は
、
旭
川
市
を
ス
タ
ー
ト

し
、
最
終
日
を
札
幌
市
大
通
公
園
で

終
え
る
、
5
ス
テ
ー
ジ
6
日
間
の
総

延
長　
�
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

７３４

　

9
月　

日（
土
）の
第
3
ス
テ
ー
ジ

１６

は
、
東
神
楽
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、
上

富
良
野
町（
十
勝
岳
温
泉
）を
経
由
し

て
三
笠
市
を
ゴ
ー
ル
す
る
距
離　
�170

の
今
大
会
最
も
厳
し
い
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
す
。
上
富
良
野
町
の
コ
ー
ス

は
、
十
勝
岳
温
泉�
ウ
イ
ズ
店
交
差

点�
上
中
学
校
前�
東
8
北　

交
差

１８

点
で
、
先
頭
集
団
は
ウ
イ
ズ
店
交
差

点
を　

時
頃
に
通
過
予
定
で
す
。
沿

１１

道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
時
間
中
は
道
路
の
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
振
興
課
社
会
教

　

育
班
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

わ
が
国
最
大
の
自
転
車
の
ス
テ
ー

ジ
レ
ー
ス
「　

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海

０６

道
国
際
大
会
」
は
今
年
で　

回
目
の

２０

節
目
を
迎
え
ま
す
。

'06年ツール・ド・北海道国際大会
９月１６日（土）9:00～13:35ころまで



inform
ation

�

　　
　

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
０
６
年
7
月
）

　
『
概
況
』

　
　

‐
2 
火
口
は
高
温
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
火
山
活
動

６２
は
引
き
続
き
や
や
活
発
な
状
態
で
す
。
火
口
近
傍
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

『
地
震
お
よ
び
微
動
の
発
生
状
況
』

　

火
山
性
地
震
は　

日
に　

回
と
一
時
的
に
増
加
し
た
ほ
か
は
、
1
日
あ
た
り

３１

１１

0
〜
4
回
と
少
な
い
状
態
で
経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
主

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
火
口
周
辺
の
浅
い
所
（
山
頂
か
ら
深
さ
約
1�
〜
3�
程
度
）

に
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
噴
煙
の
状
況
』

　
　

‐
2
火
口
の
噴
煙
活
動
は
や
や
活
発
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、
噴
煙
の
高

６２
さ
は
火
口
縁
上　

〜　

ｍ
で
推
移
し
ま
し
た
。
噴
煙
の
活
動
に
特
に
変
化
は
み

100

200

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
火
口
の
熱
活
動
に
も
大
き
な
変
化
は
な
く
、
高

温
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

G
P
S
連
続
観
測
で
は
、
火
山
活
動
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
変
動
は
観

測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
  　
　
　
　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
０
１
６
６�
６
３
６
８

ご
確
認
を

未
返
還
の
保
管
証
券
類

財
務
省 
函
館
税
関

�
0
1
3
8�
4
2
4
4

　

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か

り
し
た
、
次
の
よ
う
な
保
管
証
券
類

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
が
、
今
な
お

未
返
還
の
も
の
が
相
当
数
保
管
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

●
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

　

来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税

　

関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

　

証
券

●
帰
国
前
に
樺
太（
真
岡
、
大
泊
、

　

豊
榮
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州（
瀋

　

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）

　

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人
自

　

治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
証
券
等

　

の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
請
求
は
、
ご
本
人
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も

…
」
と
お
気
付
き
の
方
は
、
お
気
軽

に
最
寄
の
税
関
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

函
館
税
関
監
視
部
統
括

　

監
視
官
部
門
ま
で

　
�
0
1
3
8�
4
2
4
4

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hakodate-custom

s.go.jp/

視
聴
く
だ
さ
い

「
大
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
」

産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

�
�
6
9
8
3

　

9
月
2
日（
土
）　

時　

分
〜　

時

１６

３０

１７

　

分
に
放
送（
Ｈ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
テ
レ

２５ビ
）さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

「
大
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
」
の
撮
影

が
、
7
月
の
上
富
良
野
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

舞
台
は
、
ビ
ー
ル
の
原
材
料
と
な

る
ビ
ー
ル
大
麦
と
ホ
ッ
プ
の
生
産
地

で
あ
る
上
富
良
野
町
。
ビ
ー
ル
新
商

品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
演
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

平
穏
無
事
に
暮
ら
し
て
い
た
は
ず
の

生
産
農
家
の
三
世
代
一
家
に
家
族
の

ほ
こ
ろ
び
が
生
ま
れ
、
農
業
に
対
す

る
考
え
方
だ
け
で
な
く
、
生
き
方
す

ら
違
っ
て
い
た
跡
継
ぎ
息
子
と
父
。

　

町
で
は
「
笑
顔
の
あ
い
さ
つ
と
思

い
や
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
職
員
の
接

遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
、
職
員
の
接
遇
に

つ
い
て
直
接
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
公
共
施
設
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の

町
職
員
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
民
ポ
ス
ト（
８
か
所
）

役
場
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、
町
立
病
院
、
郵
便
局
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
中
茶
屋
、
上
富

良
野
駅

　

役
場（
公
共
施
設
）に
来
庁
し
た
時

や
電
話
を
か
け
た
時
な
ど
、皆
様
自

身
が
感
じ
た
こ
と
を
、率
直
に
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
お
勧
め
情
報

の
お
知
ら
せ
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、記
載
の
上
、メ
ー
ル
に
よ
り
返
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ご
意
見
を

職
員
接
遇
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト

総
務
課 
総
務
班�
�
６
4
0
0

http://hp.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp

soum
u@
tow
n.kam

ifurano.lg.jp

仲
が
良
か
っ
た
は
ず
の
嫁
姑
の
葛
藤

も
表
面
化
す
る
な
ど
家
族
に
大
事
件

が
。
農
業
や
世
代
交
代
を
取
り
巻
く

厳
し
い
現
実
を
下
敷
き
に
、
空
と
大

地
の
間
に
生
き
る
北
の
家
族
の
絆
を

描
き
出
し
て
い
ま
す
。

出
演　

大
泉　

洋
、
高
野
志
穂
、
森

　

崎
博
之
、
前
田　

吟
、
倍
賞
美
津

　

子
、
大
滝
秀
治　

ほ
か

　

エ
キ
ス
ト
ラ
役
で
町
民
の
方
も
出

演
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。



�

�
「
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
キ
ン
グ
」
？

　

歩
く
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
基
本

的
な
運
動
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
理

な
く
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
健
康
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
な
か
で
も
「
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

キ
ン
グ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
、
同
じ
「
歩
く
」

こ
と
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
運
動
効
率
が

高
い
と
言
わ
れ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
二
本
の
足
で
歩
き

ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、

さ
ら
に
二
本
加
え
て
「
四
本
の
足
」
で
歩
き

ま
す
。

�
「
四
本
の
足
？
」
で
歩
く

　

「
四
本
の
足
？
」
…
つ
ま
り
自
分
の
「
二

本
の
足
」
と
、
両
手
に
持
つ
「
二
本
の
ス

ト
ッ
ク
」
を
使
っ
て
歩
く
運
動
で
、
両
腕
・

両
足
・
体
幹
な
ど
の
全
身
の
筋
肉
を
使
っ
て

歩
き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。

　

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の

特
徴
は
、
両
手
で
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
す
る
の

で
、
胸
を
張
っ
て
姿
勢
を
良
く
し
、
さ
ら
に

歩
幅
を
広
げ
て
骨
盤
・
股
関
節
・
足
首
な
ど

を
柔
ら
か
く
し
ま
す
。
ま
た
、
体
重
を
ス

ト
ッ
ク
で
分
散
す
る
の
で
ひ
ざ
な
ど
の
負
担

を
軽
く
し
ま
す
。

　

ひ
ざ
に
痛
み
の
あ
る
方
や
腰
痛
で
運
動
制

限
さ
れ
て
い
る
方
で
も
行
う
こ
と
の
で
き
る

�
島
津
公
園
の
堤
防
で
？

　

朝
の
5
時
ご
ろ
…
う
っ
す
ら
と
朝
霧
が
立

ち
込
め
る
島
津
公
園
の
堤
防
沿
い
を
通
り
か

か
っ
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
人
影
が
行
き
来

し
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

よ
く
観
察
す
る
と
、�
老
老
男
女�
（
失

礼
！
）
の
人
た
ち
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
た
の
で
す
。
ま
っ
た
く
わ
き
目
も
振
ら
ず

ひ
た
す
ら
前
方
を
に
ら
み
つ
け
る
よ
う
に
し

て
歩
い
て
い
る
方
や
、
の
ん
び
り
友
達
と
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
散
歩
さ
れ
て
い
る
方
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
歩

い
て
い
ま
し
た
。　

　

た
ま
た
ま
休
憩
し
て
い
た
方
に
お
話
を
伺

う
と
「
雪
が
解
け
る
春
先
か
ら
木
枯
ら
し
の

た
よ
り
が
届
く
寒
風
の
季
節
ま
で
、
過
去
何

年
に
も
わ
た
っ
て
続
け
て
い
る
」
と
の
事
。

根
気
強
く
、
長
く
続
け
る
事
が
、
彼
ら

「
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
の
健
康
法
な
の
で
す
ね
。

安
全
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
疲
労
感
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
の

に
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
増
大
（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の　

〜　

％
ア
ッ
プ
）
す
る
優
れ
た
エ
ク

４０

５０

サ
サ
イ
ズ
と
言
え
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
改
善
や
予
防
は
も
ち
ろ
ん

の
事
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
（
腕
の
脂
肪
・
ウ

エ
ス
ト
・
ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
）
も
今
ま
で

以
上
に
期
待
で
き
る
新
し
い
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
で
す
。

�
「
進
化
」
と
「
リ
ス
ク
」

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
人
間
は
、
四
つ
足
歩

行
か
ら
二
本
足
歩
行
に
「
進
化
」
し
た
と

き
、
両
手
が
使
え
る
「
便
利
さ
」
と
一
緒

に
、
不
安
定
な
二
本
足
歩
行
の
「
リ
ス
ク
」

も
受
け
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
代
の
私
た
ち
の
生
活
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
た
ち
の
住
む
大
雪
の
降
る
北
国

で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
中
高
年
の
方
が
転
倒

に
よ
る
骨
折
で
病
院
に
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
の
多
く
は
、
雪
の
下
に
隠

れ
て
い
る
凍
っ
た
道
、
あ
る
い
は
滑
り
や
す

い
玄
関
入
り
口
な
ど
で
の
転
倒
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
定
で
滑
り
や
す
い
環
境

に
対
し
て
も
四
本
足
の
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

�
こ
ん
な
方
に
お
す
す
め
!

①
ひ
ざ
や
腰
が
痛
く
て
歩
く
の
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方

②
生
活
習
慣
病
を
改
善
し
た
い
方
、
予
防
し

た
い
方

③
楽
し
く
運
動
し
た
い
方

④
体
重
を
減
ら
し
た
い
方

【
体
重　

㎏
の
人
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
】

６０

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク　
　
�
／
1
時
間

４００

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
　
�
／
1
時
間

２８０

�
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

　

上
富
良
野
町
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
で
は
、
転
倒
予
防
と
生
活
習
慣
病
な
ど

の
健
康
予
防
に
効
果
的
な
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
教
室
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日　

時　

９
月
５
日
・　

日
・　

日（
火
）

12

19

　
　
　
　
　

い
ず
れ
も　

時
〜　

時　

分

19

２０

３０

�
場　

所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か

�
対
象
・
定
員　

成
人
・　

名
２０

�
参
加
料　

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

円
１００

�
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
上
靴
・
タ

　
　
　
　
　

オ
ル

�
申
込
み　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

問
合
せ　
�
�
5
5
1
1　

■
『
町
立
病
院
だ
よ
り
』
の
お
問
合
せ
は
、

上
富
良
野
町
立
病
院　
�
�
3
1
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
�
4
5
7
8

ノルディック・ウォーキング
理学療法士　平山 隆久

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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楽しかったよ！ スマイルキャンプ集会楽しかったよ！  スマイルキャンプ集会
　「みんなで協力して、楽しい集会をつくろう！」のめあてのもと、7月
13日（木）～14日（金）1泊2日の日程で学校敷地内で行いました。
　この行事は今年で3年目を迎えました。
　ふれあい会（児童会）が１か月前から準備し、高学年の活動を目で見、
肌で感じながら中・低学年が～みんなで協力する～ことを学びました。

テントをはろう
　高学年が、あらかじめテントの張り方
を練習し、中・低学年に教えながら６か
所張りました。

みんなで遊ぼう
　ふれあい会（児童会）役員が中心となっ
て考案したゲームを、縦割班対抗で楽し  
 みました。

“おいし～いカレー”をつくろう
　夕食は、子ども達と教職員でハンバーグカレー・野菜カレーなどオリ
ジナルカレーを作りました。日ごろお世話になっているお父さん、お母
さん、地域の方と一緒に食べたカレーは、とてもおいしかったです。

キャンプファイヤー
　ＰＴAの役員さんから薪を提供していただき、
火の灯りをみんなで囲んで、「マイムマイム」を
踊ったり、ゲームをしたり、楽しい夏の一時を過
ごしました。あいにくの雨で、花火ができなかっ
たことは残念でした。

きもだめしは“こわ～いぞ～”
　校長室で校長先生から「こわ～いお話」の後、いよいよ「きもだめし」
をスタート。体育館から各教室を通って、玄関ホールまでのコースを、
２～３人１組で挑戦。ふれあい会（児童会）役員と教職員の“おどかし”
で大いに盛り上がり、心に残るきもだめしとなりま した。

「元気な朝食」をつくって食べよう
　みんなでテントの中で寝袋で就寝した翌朝は、
サンドイッチとキャベツの野菜スープを作成し、
おいしくいただきました。
　「みんなで協力し、楽しい集会にできました
か？」の校長先生の問いに、全員元気よく手を挙げていました。　

麓十十勝勝岳岳のの

くく響清清流流太太鼓鼓がが

学学校校 すすでで

【東中小の特色ある教育活動】

　毎朝２０分間を「ふるさとタイム」（特色ある
教育活動）とし、「東中清流太鼓｣（5・6年生）
「東中ソーラン｣（1～4年生）「スクールバン
ド・全校合唱｣（全学年）を行っています。ま
た、どの児童にも基礎基本を定着させるため、
漢字と計算の練習にも力を入れています。
　また、ゆとりある教育活動の展開をねらいと
して、二学期制を取り入れています。年に２回
の学年別参観日や通知表の工夫・改善等を行
い、保護者の皆さんとの連携を深めています。
　今回紹介した「スマイルキャンプ集会｣も特色
ある教育活動の一つです。児童の自主性・創意
工夫する力・最後までやり通す力・お世話に
なっていることへの感謝の心などを育成するこ
とをねらいにしています。今回はあいにく少々
雨に降られて予定通りいかなかった部分もあり
ましたが、生き生きと輝く子どもの姿をたくさ
ん見ることができ、大成功でした。後期も同様
のねらいで、集会を開催する予定です。
　保護者・地域の皆さんのご支援・ご協力のも
と、いっそう充実した教育活動の推進に心新た
にしています。

東中小学東中小学校校
教育目標教育目標：明るくたくましい東中の子：明るくたくましい東中の子
重点教育目標重点教育目標：共に進んで学ぶ子：共に進んで学ぶ子
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【美しく雄大な自然と地域の支援の中で】

　十勝岳の四季折々の美しさを校庭から

間近に望み、校庭には 啄木鳥 やカッコウ
きつつき

などの野鳥やエゾリスが訪れ、秋にはり

んごや梨、ブルーベリーが実を付けるな

ど、自然環境に大変恵まれた学校です。 

　｢子どもをど真ん中においた教育｣を合

言葉に、27人の児童、9人の教職員、そし

て学校を支えていただいている、20戸の

ＰＴＡ会員と約170戸のＰＴＡ賛助会員

の皆様と共に、教育活動を進めています。

　本校の「東中清流太鼓」は、平成4年に

保存会が発足し、平成14年には町の文化

奨励賞を受賞し、運動会・卒業式などに

は日頃の練習の成果を披露し、地域の皆

さんから、たくさんの励ましをいただい

ています。 


